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観
応
三
年
（
一
三
五
二
）
六
月
、
足
利
氏
一
族
の
渋
川
直
頼
が
嫡
子
金
王
丸
（
の

ち
の
渋
川
義
行
）
に
譲
っ
た
所
領
に
「
武
蔵
国
蕨
郷
上
下
」
が
あ
り
、
そ
の

後
、
義
行
は
武
蔵
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
、
当
地
に
蕨
城
を
築
い
た
。
長
禄
元
年

（
一
四
五
七
）、
曾
孫
の
渋
川
義よ

し

鏡か
ね

が
室
町
幕
府
に
対
抗
す
る
古
河
公
方
の
勢
力

を
制
圧
す
る
た
め
に
関
東
探
題
に
任
ぜ
ら
れ
て
居
城
と
し
、
八
幡
神
を
城
の
守
護

神
と
し
て
勧
請
し
た
の
が
当
社
の
創
建
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
国
時
代
の
攻
防
の

中
、
渋
川
氏
が
滅
ぶ
と
と
も
に
城
も
廃
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
同
所
に
は
慶
長
十
一
・
十
二
年
の
頃
に
、
中
山
道
の
徳
川
将
軍
専
用

の
旅
宿
と
し
て
「
御ご

殿て
ん

」
が
設
置
さ
れ
た
。
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
ご
ろ
か

ら
は
中
山
道
第
二
番
目
の
宿
駅
と
し
て
幕
府
の
普
請
に
よ
っ
て
順
次
整
備
さ
れ
、

荒
川
・
戸
田
渡
し
の
川
留
め
に
備
え
る
た
め
に
本
陣
が
二
軒
置
か
れ
る
ほ
ど
の
宿

場
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
陣
の
設
置
に
よ
っ
て
御
殿
は
廃
止
さ
れ
た
。

　

現
在
、
蕨
城
跡
は
旧
跡
と
し
て
県
記
念
物
に
指
定
さ
れ
蕨
城
跡
公
園
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
当
社
の
境
内
の
池
が
蕨
城
の
堀
跡
と
し
て
名
残
を
留
め
て
い
る
。

　

当
社
は
江
戸
時
代
以
降
、
蕨
宿
の
上か

み

の
鎮
守
と
し
て
地
域
の
信
仰
を
集
め
、
明

治
四
十
四
年
十
二
月
、
蕨
町
内
の
無
格
社
十
八
社
が
、
村
社
で
あ
っ
た
当
社
に
合

祀
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
社
号
を
国
学
者
本も

と

居お
り

豊と
よ

頴か
い

博
士
の
命
名
に
よ
り
そ
れ
ま

で
の
「
八
幡
社
」
を
「
和
樂
備
神
社
」
と
改
称
し
た
。

　

当
社
の
社
叢
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
に
ふ
る
さ
と
の
森
に
指
定
さ
れ
た
。
約

七
十
七
ア
ー
ル
の
境
内
の
林
相
は
主
に
樹
勢
の
よ
い
ケ
ヤ
キ
・
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
ほ
か
、
中
低
木
の
様
々
な
樹
種
が
み
ら
れ
る
。

埼
玉
の
社
叢

　

蕨
市
和
樂
備
神
社
社
叢
ふ
る
さ
と
の
森蕨
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